
し
て
、
雄
藩
は
歌
誌
の
十
　
…
牽
を
籔
漢
書
輿
撒
志
に
見
る
が
如
き
臼
．
月
。

星
騰
・
山
・
龍
・
連
理
・
藻
・
火
・
粉
・
米
・
締
・
餓
で
あ
っ
た
こ
と
を
確

説
さ
れ
て
る
る
。
そ
し
て
そ
の
具
鷹
的
形
象
が
一
々
興
へ
ら
れ
、
元
來
無
月

星
旋
は
天
子
の
墨
縄
で
あ
り
、
山
無
音
愚
ほ
繍
鍛
的
醗
象
で
あ
り
、
藻
火
粉

米
獅
巌
は
刺
繍
的
岡
象
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
最
後
に
薪
魁
省

穰
蘭
と
外
蒙
古
ノ
イ
ソ
・
ウ
ラ
出
土
の
魁
熾
の
斑
紋
が
瀞
仙
思
想
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
。

　
第
二
章
は
祭
騒
で
漢
代
に
は
墨
冠
・
長
冠
・
委
貌
冠
・
皮
弁
冠
・
欝
弁
．

建
華
冠
・
方
肉
冠
。
巧
士
冠
の
八
種
が
あ
っ
た
が
そ
の
形
態
が
一
々
そ
の
細

部
ま
で
考
察
さ
れ
て
み
る
。
　
六
鞘
に
は
漢
綱
が
大
禮
踏
襲
さ
れ
た
が
後
周
に

い
た
り
從
來
の
輩
一
性
が
破
ら
れ
断
種
の
簸
溺
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
。
硲

女
子
の
祭
服
も
併
せ
靴
べ
ら
れ
て
る
る
。

　
第
三
章
ほ
服
服
で
あ
る
が
漢
代
に
は
通
天
冠
・
濾
…
遊
冠
・
高
弟
冠
．
…
選
新

冠
・
法
冠
・
武
冠
。
郷
非
冠
・
郊
敵
冠
・
撚
ハ
喩
冠
・
術
氏
冠
の
十
種
が
あ
り
二

足
に
い
た
っ
て
も
そ
の
大
鳥
は
踏
襲
さ
れ
た
。
六
朝
に
い
た
り
前
代
に
比
し

て
特
異
な
も
の
は
袴
摺
の
鋼
で
、
　
こ
れ
は
御
職
の
野
饗
で
あ
っ
て
北
朝
の
人

は
殊
に
愛
野
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
猛
撃
は
服
鰯
難
と
し
て
頭
髪
・
由
・
績
及
輯
…
。
帯
。
綬
・
絨
。
笏
。
似
刀
剣
．

難
解
及
靴
が
取
扱
は
れ
て
る
る
。
　
以
上
内
容
の
梗
概
を
略
述
し
た
が
太
霧
は

實
に
蒋
嚢
の
周
到
綿
密
な
る
詮
索
考
讃
の
一
大
成
果
で
あ
る
。
蔚
者
が
交
獣

を
謡
曲
に
渉
籔
編
使
せ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
璽
に
漢
代
の
資
料
と
し
て
は

ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
、
綴
蘭
或
ひ
は
樂
浪
の
古
墳
鵬
土
晶
を
ほ
じ
め
と
し
て
讃
象

屑
・
，
鑑
象
導
が
、
六
朝
の
亀
の
と
し
て
ほ
傳
嬢
燈
之
簸
女
史
蔵
隙
巻
や
瀬
野
。

介

濾
門
或
ひ
ほ
天
龍
山
∵
響
堂
由
の
石
窟
の
人
物
繋
象
や
そ
の
他
明
器
等
の
選

物
が
取
扱
は
れ
て
る
る
こ
と
は
吾
々
の
興
味
を
惹
く
所
で
あ
る
。
入
域
ひ
は

著
者
の
遽
物
取
扱
ひ
の
方
法
に
饗
し
て
あ
き
た
ら
ず
と
す
る
か
も
嫌
れ
な

い
Q
然
し
著
者
の
か
㌧
る
態
度
も
亦
是
認
さ
れ
て
一
つ
の
高
峯
を
示
し
て
断

り
、
そ
の
こ
と
は
本
書
が
又
確
接
最
近
宇
土
の
嚴
鰯
鯨
係
の
遺
物
の
關
明
理

解
に
大
い
な
る
霧
翼
を
な
す
こ
と
と
併
、
せ
て
推
賞
す
べ
き
事
と
思
ふ
。
（
四
六

倍
版
、
東
洋
文
職
朔
背
、
定
須
七
闘
Q
）
〔
澄
田
駈
…
〕

古
代
北
方
系
文
物
の
研
究

●

梅
　
原
　
末
　
鮮
魚

　
古
代
北
方
系
文
物
、
所
謂
ス
キ
ダ
イ
丈
物
に
蘭
す
る
探
査
研
究
が
、
東
西

交
化
交
渉
史
上
の
一
課
題
と
し
て
過
慮
一
世
紀
以
來
、
内
・
外
東
洋
學
看
並
に

考
古
學
者
の
闘
に
、
異
常
の
道
心
を
高
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
周
知
の
辮
實
で

あ
ら
う
。

　
本
譲
は
こ
の
方
面
に
零
し
多
年
擁
ま
ざ
る
努
力
を
以
て
学
究
を
穿
け
て
る

ら
れ
る
著
者
が
、
嘗
て
溝
藩
中
親
災
し
、
直
接
謹
呈
を
う
け
ら
れ
た
ケ
ソ
ブ

リ
ッ
ヂ
大
畢
の
碩
學
ミ
ン
ス
い
教
擾
の
輩
甲
茎
短
の
意
を
含
め
、
　
大
膿
昭
和
三

年
以
降
最
近
に
至
る
ま
で
の
聞
諸
種
の
學
術
雑
誌
載
は
記
念
論
文
集
等
に
公

表
紹
介
せ
ら
れ
た
北
方
糸
文
化
に
駕
す
る
論
考
を
一
撮
集
成
す
べ
く
、
全
面

的
に
新
資
料
の
図
像
、
見
解
の
修
籏
を
加
へ
て
娼
鷺
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の

熱
嗣
論
著
（
八
篇
）
と
外
に
外
…
國
論
交
の
好
編
r
｝
な
も
の
四
壁
輔
の
繊
麗
が
…
附
軌
載
さ
れ

て
る
る
Q

　
第
】
、
北
豪
古
式
見
の
漢
代
の
漆
器

第
二
十
一
ユ
巻
　
節
四
號
　
　
入
七
九

（2遂3）



紹

介

第
二
、
米
聞
悶
フ
リ
ア
葵
徳
…
館
筋
㎝
賊
の
象
…
嵌
一
合
籔
文
髄
脳
洗
・

第
三
、
考
古
箪
上
よ
り
槻
た
る
漢
代
文
物
の
繭
漸

並
巾
四
、
麦
蒔
郷
獲
見
の
｝
種
の
銅
容
器
と
そ
の
性
質

第
五
、
塾
代
朝
鮮
に
於
け
る
北
方
系
文
物
の
痕
遊

　
第
六
、
U
坂
折
…
三
親
の
鞘
の
あ
る
北
方
系
翻
謙
脚

　
第
七
、
漢
代
の
繍
…
物
｛
又
燃
齢
に
就
い
て

　
第
八
、
ア
ル
タ
イ
地
｛
カ
に
於
け
る
考
古
鰍
甲
・
上
の
総
見

　
　
附
鍛

　
第
　
、
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
地
方
に
於
け
る
古
代
金
詰
文
化
の
種
別
化
試
論

　
入
テ
プ
μ
ウ
ホ
プ
）

第
二
、
東
部
ア
ル
ダ
イ
に
於
け
る
ス
キ
タ
イ
の
埋
葬
（
R
・
S
）

　
第
｝
嵩
、
粥
叛
回
伯
烈
W
照
日
オ
グ
ラ
ク
テ
イ
の
豊
代
墳
蕊
蝋
（
タ
ー
ル
グ
レ
ン
）

第
凶
、
北
豪
畜
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
の
墨
跡
（
カ
ズ
μ
フ
）

　
本
県
八
篇
は
大
騰
昭
馴
三
年
以
來
の
執
鋸
隼
次
籏
に
從
っ
て
醗
列
さ
れ
て

み
る
や
う
で
あ
る
が
、
棄
鷲
…
を
通
灘
す
る
に
根
繋
署
す
る
二
類
、
灘
ち
イ
ラ

ン
系
文
物
の
瑛
方
へ
め
落
話
を
語
ら
ん
と
す
る
も
の
と
、
及
び
他
の
分
野
た

る
支
粥
的
文
物
西
漸
の
究
明
を
意
勲
冒
す
る
・
も
の
と
に
大
瑚
さ
れ
る
。
前
者
に

癒
す
る
も
の
は
第
四
・
繁
五
・
第
六
・
第
七
等
に
し
て
、
後
者
に
人
る
べ
き

は
、
第
…
・
第
二
・
第
…
媒
で
あ
り
、
殊
に
こ
の
三
篇
は
西
鰍
の
學
者
が
肉
勲
悶

文
物
を
煽
重
重
す
る
の
行
り
、
專
ら
イ
ラ
ン
系
文
物
の
東
漸
を
張
調
せ
ん
と

し
て
．
謎
々
烈
し
い
判
陶
を
失
せ
ん
と
す
る
傾
肉
あ
る
を
難
じ
、
支
那
盛
代

文
物
の
酉
方
へ
の
影
響
を
よ
り
高
く
評
債
す
べ
き
を
敢
然
力
説
せ
ん
と
し
た

る
三
期
的
な
試
み
で
あ
り
、
、
こ
れ
は
樂
浪
出
土
の
景
物
や
支
那
・
本
土
の
邊
晶

第
二
十
三
巻
　
第
四
號
　
　
八
八
○

を
精
査
知
悉
せ
る
著
蒋
に
し
て
始
め
て
撒
く
な
し
う
る
も
の
と
謂
ふ
べ
く
、

そ
の
整
然
さ
は
全
書
到
る
所
惜
し
み
な
き
騰
版
の
思
人
（
…
〇
九
回
）
と
共
に

讃
藩
の
理
解
を
一
、
屠
容
易
な
ら
し
め
て
み
る
。
確
か
に
木
書
こ
そ
、
来
だ
こ

の
種
專
著
を
有
し
な
い
わ
が
國
讃
者
の
慰
薯
を
充
分
満
し
て
飴
り
あ
る
で
あ

ら
・
つ
G

　
今
こ
こ
で
は
紙
籔
の
關
係
上
こ
れ
ら
｝
、
｝
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
が
故
に
、
　
唯
騒
ハ
駿
深
く
感
じ
ら
れ
る
第
八
「
ア
ル
タ
イ
地
方
に
於
け
る

考
古
學
上
の
護
見
一
の
概
要
紹
介
の
み
に
止
め
た
い
。
塞
篇
は
ア
ル
タ
イ
地

方
の
鐵
土
類
が
ス
キ
タ
イ
糸
文
物
に
書
す
る
搦
究
熟
蕪
…
興
の
ぞ
竜
そ
・
も
の
先

鞭
を
つ
け
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
錨
か
ら
、
　
こ
の
地
方
に
於
け
る
考
古
學

上
の
獲
見
の
継
史
を
簡
製
し
た
後
、
著
潔
が
三
縄
に
亙
る
入
溝
に
よ
っ
て
グ

リ
ヤ
ス
ノ
フ
氏
等
の
獲
掘
當
窺
嚢
よ
り
磁
接
爲
掘
耳
濃
し
え
た
所
に
よ
の
同

地
方
の
シ
ベ
及
一
ひ
ペ
ズ
イ
ル
ク
古
墳
の
…
構
…
遺
学
期
蹴
を
細
報
臨
捌
し
、
俳
…
せ
て
爾
漁
魁

跡
の
年
代
魏
を
致
へ
て
、
前
者
を
漢
代
盛
時
、
後
者
を
そ
れ
よ
り
古
い
時
代

の
も
の
と
推
測
し
た
も
の
で
、
　
か
の
幽
學
界
の
態
勢
に
つ
い
て
全
く
知
り
え

な
い
現
在
と
し
で
ぽ
最
資
密
な
も
の
の
　
で
あ
ら
う
。
特
に
そ
の
積
贋
天
中

に
完
写
せ
る
被
葬
麿
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
古
代
こ
の
地
方
に
於
け
る
死
者
埋

葬
の
風
轡
…
及
び
爾
灘
南
傭
（
馬
具
、
漆
器
、
刀
子
、
課
彿
、
骨
製
糖
等
）
に
沈
彫
さ

れ
た
る
唐
草
文
様
が
、
　
ギ
リ
シ
ャ
風
の
忍
冬
文
と
の
量
る
種
の
二
間
係
あ
る
を

窺
は
し
め
る
こ
と
、
更
に
バ
ズ
イ
ル
ク
古
墳
申
に
馬
翼
類
と
共
存
し
た
土
器

片
が
、
焼
威
そ
の
他
に
於
て
小
庫
楡
∵
赤
峰
等
出
土
の
吏
前
土
器
に
酷
似
す

る
こ
と
な
ど
を
、
多
数
の
町
版
を
揚
げ
て
潅
意
し
て
み
る
が
、
　
こ
れ
ら
は
何

れ
屯
頗
る
示
険
的
な
も
の
と
し
て
興
味
を
涌
き
立
た
し
め
る
心

（2藁劫



　
以
上
本
書
昏
篇
を
通
鷲
す
る
に
、
敵
瓶
大
睦
の
北
方
鰐
に
於
け
る
研
謂
ス

キ
タ
イ
系
統
の
馬
薄
パ
。
舗
叩
翻
∵
繍
…
鞘
∵
繍
禦
得
器
ウ
で
の
他
の
金
其
一
嫉
等
の
遺
物

を
通
じ
て
、
西
方
文
物
の
斑
漸
、
　
幽
翠
は
該
堀
幣
か
ら
転
学
し
た
支
那
踏
代

の
縞
…
布
・
漆
難
∵
鏡
鑑
・
玉
蟻
等
の
遣
晶
に
よ
り
漢
代
文
物
の
藤
洞
漸
…
が
巧
み
な

乎
際
に
よ
っ
て
系
続
的
に
諮
示
さ
れ
て
懸
り
、
敢
て
考
古
墨
嚢
の
み
な
ら
ず

点
く
東
洋
史
一
般
に
驕
心
を
解
す
る
も
の
の
必
譲
を
整
む
次
第
で
あ
る
。
就

眠
、
や
や
も
す
れ
ば
交
献
の
み
に
捉
ほ
れ
勝
ち
な
吾
々
は
、
こ
の
書
に
よ
っ

て
、
文
献
学
記
載
が
如
穂
に
特
殊
的
な
竜
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
こ
の
特
殊

の
背
後
に
在
る
一
般
性
普
魎
性
が
如
偲
に
漆
意
さ
る
べ
き
か
、
　
撃
っ
て
雑
殊

の
も
つ
普
癒
、
　
一
の
含
む
多
を
常
に
戴
勝
に
人
れ
っ
つ
文
献
的
欝
欝
は
取
扱

は
る
べ
き
か
を
今
璽
の
如
く
痛
　
齢
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
　
（
昭
聯
十
・
三

年
六
月
、
星
野
書
店
護
行
、
嶺
版
二
九
八
頁
、
挿
翻
一
〇
九
、
纏
火
・
○
○
欝
）

〔
田
村
實
造
）灘

灘
瀧
鮮
豊
論
叢

稻
葉
博
士
還
麿
記
念
會
編

　
選
書
は
文
學
博
重
慰
撫
稻
聴
潔
石
治
随
澱
が
昨
露
を
以
て
濫
旛
の
齢
に
遷
せ
ら

れ
た
に
縢
…
し
、
癒
山
麓
…
の
知
友
、
後
広
縁
話
南
が
、
　
三
障
士
の
瀧
鮮
史
「
…
三
舞
に
於
け

る
功
績
を
記
念
し
以
て
慶
雌
の
意
を
茶
せ
ん
が
た
め
に
編
纂
刊
行
し
た
二
大

論
文
集
で
あ
る
。
載
鋲
せ
る
も
の
二
十
戴
篇
の
多
き
に
上
り
、
概
ね
講
武
及

び
嚇
㈱
洲
の
文
化
研
究
に
下
す
る
も
の
で
、
　
い
か
に
・
も
斯
界
の
先
蓬
の
頚
灘
～
を

飾
る
に
ふ
さ
は
し
い
昏
ま
つ
、
雀
頭
に
牧
録
し
た
禰
藥
博
士
の
「
予
が
瀟
鮮

一
軍
兜
過
程
…
と
題
す
る
議
輔
は
、
薄
士
の
葎
譜
の
用
を
な
す
と
と
も
に
、

，十ll

介

叉
璽
露
戦
役
蔚
後
よ
り
漸
く
驕
…
搬
の
機
浬
に
盗
れ
た
我
が
灘
鮮
史
腸
廉
め
一

騎
顧
録
で
も
あ
っ
て
、
興
趣
深
く
讃
濟
に
睡
び
か
け
る
ソ
以
下
掲
載
の
議
論

交
を
紙
帳
の
許
す
限
り
に
於
て
紹
介
を
試
み
よ
う
◎

　
「
薦
句
雛
の
蓋
牟
城
に
就
て
」
（
罪
障
　
雛
宮
は
唐
太
宗
難
句
醜
征
伐
軍
の
攻

寄
し
た
誤
認
城
の
糠
置
は
、
翼
耽
蓮
単
記
に
よ
る
と
逡
陽
よ
の
撫
願
に
至
る

蓮
類
に
あ
る
こ
と
が
推
定
せ
ら
れ
、
叉
唐
書
章
挺
傳
に
よ
れ
ば
、
　
こ
れ
が
薪

城
（
近
年
撚
籏
城
背
後
の
小
城
玩
が
そ
れ
に
當
る
と
せ
ら
れ
て
る
る
）
と
隣
擾

し
て
み
た
こ
ど
が
知
り
要
る
と
い
ふ
理
由
で
、
出
、
の
地
を
撫
順
千
金
塞
西
方

古
城
子
の
十
…
城
（
今
は
露
天
姻
の
斑
域
内
に
入
る
）
に
擬
定
し
、
奉
天
遼
…
陽
の

中
騨
市
黒
河
遜
に
比
定
せ
ん
と
す
る
松
弁
等
等
の
読
（
浦
灘
燧
史
塊
理
二
）
を

訂
了
し
た
も
の
、
　
幾
年
毒
見
せ
ら
れ
た
新
城
澄
駿
の
位
麗
と
轟
革
挺
傳
の
寵
寓

と
を
濃
旨
し
て
立
論
し
た
の
は
本
篇
の
強
味
で
あ
る
∩
”

　
「
金
の
局
蘇
腎
館
路
と
寧
輯
に
（
島
賑
好
＼
ほ
、
朱
希
観
「
鴨
江
行
部
憲
地
理
超
し

「
金
構
蘇
館
考
」
の
燐
説
に
反
…
蜀
し
、
　
金
は
幽
初
遼
の
蔭
に
衡
っ
て
掲
蘇
回
路

を
建
て
」
郷
統
を
澱
い
た
が
、
天
愈
七
年
三
州
に
艇
治
し
、
　
天
徳
三
年
都
統

を
鮪
度
使
に
改
め
、
明
愚
四
年
燧
に
之
を
慶
し
て
旋
粥
ハ
今
の
蓋
李
）
に
編
入

し
た
と
説
き
、
寧
州
の
位
羅
を
鴨
行
部
志
等
に
よ
っ
て
今
縫
の
蓋
、
復
コ
縣

の
境
廓
外
線
を
な
す
津
渡
河
の
上
流
な
る
漉
欝
河
と
蓋
復
衛
賄
滋
と
の
交
叉
黙
附
…

近
に
し
て
河
の
北
嶽
で
あ
る
と
考
定
し
て
み
る
．
「
金
初
の
李
蔑
に
就
て
し
（
…
其

上
次
男
）
は
、
　
金
の
建
國
…
以
前
野
饗
諸
部
は
数
多
の
大
部
族
に
分
れ
、
　
更
に

そ
れ
が
籔
部
乃
獣
姦
十
部
の
小
部
に
公
れ
て
る
た
聾
　
そ
の
小
部
の
長
が
牽
薙

で
あ
っ
て
、
部
民
に
甥
し
て
行
政
簾
∵
鏡
法
簾
笈
び
兵
擢
等
を
有
し
て
そ
の

職
は
世
襲
で
あ
っ
た
。
建
闘
後
金
窒
が
麟
機
構
猛
安
謀
克
濁
を
定
め
て
後
も
、

蜘
二
十
三
巻
　
第
四
號
　
　
入
八

（　2），1，5　）


